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4月14日日曜日は 上勝町長選挙の投票日です 
    

投
票
日
　
四
月
十
四
日（
日
） 

投
票
時
間
　
七
時
〜
二
十
時 

 

　
平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
四
日

任
期
満
了
に
伴
う
上
勝
町
長
選
挙

は
、
四
月
九
日
に
告
示
し
、
四
月

十
四
日
に
投
開
票
を
行
い
ま
す
。 

 

こ
の
選
挙
で
新
し
く
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人 

 

�
平
成
五
年
四
月
十
五
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人 

�
平
成
二
十
五
年
一
月
八
日
以
前

か
ら
引
き
続
い
て
上
勝
町
内
に

住
所
を
有
し
て
お
り
、
公
職
選

挙
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
欠
格

事
項
に
該
当
し
な
い
人 

 

期
日
前
投
票 

 

　
投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
、

出
産
等
の
や
む
を
得
な
い
事
情
で

投
票
所
に
行
け
な
い
方
の
た
め
に
、

期
日
前
投
票
制
度
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。 

　
期
日
前
投
票
の
で
き
る
期
間
、

場
所
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

期
間 四

月
十
日（
水
）か
ら 

四
月
十
三
日（
土
）ま
で 

場
所
及
び
時
間 

上
勝
町
役
場
本
庁 

八
時
三
十
分
〜
二
十
時
ま
で 

 

不
在
者
投
票 

 

■
病
院
等
で
の
不
在
者
投
票 

　
不
在
者
投
票
の
で
き
る
指
定
病

院
・
施
設
等
に
入
院（
入
所
）し
て

い
る
方
は
、
院
長
等
に
申
し
出
る

と
そ
の
病
院
等
で
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

■
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票 

　
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
方

は
郵
便
に
よ
っ
て
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
不

在
者
投
票
が
で
き
る
方
は
次
の
と

お
り
で
す
。 

①
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
戦
傷
病

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
で
、
一
定
の
基
準
に
当
て
は

ま
る
方
。 

②
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要

介
護
五
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い

る
方
。 

　
な
お
、
郵
便
で
投
票
す
る
場
合

は
、
あ
ら
か
じ
め
郵
便
投
票
証
明

書
の
交
付
を
受
け
て
お
き
、
そ
の

証
明
書
を
添
え
て
投
票
用
紙
等
の

請
求
を
投
票
日
前
四
日（
四
月
十

日（
水
））ま
で
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

　
な
お
、
代
理
記
載
制
度
も
あ
り

ま
す
が
こ
れ
ら
の
申
請
に
は
日
数

を
要
し
ま
す
の
で
お
早
め
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

入
場
券 

 

　
入
場
券
は
、
四
月
十
日
以
降
に

送
付
し
ま
す
。（
間
違
い
は
な
い
か

早
め
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
）

入
場
券
を
な
く
し
た
方
も
投
票
日

当
日
、
選
挙
権
を
有
し
て
い
れ
ば

投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票
所
の
受

付
で
そ
の
こ
と
を
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。 

 

投
票
場
所 

 

■
正
木
投
票
区 

　
　
高
鉾
公
民
館 

■
傍
示
投
票
区 

　
　
傍
示
定
住
セ
ン
タ
ー 

■
福
原
投
票
区 

　
　
福
原
多
目
的
集
会
所 

　
　（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
） 

■
生
実
投
票
区 

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　 

■
旭
投
票
区 

　
　
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー 

 

開
　
票 

 

日
時
　
四
月
十
四
日（
日
） 

　
　
　
即
日
開
票 

　
　
　
二
十
一
時
十
五
分 

場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

 

お
問
い
合
わ
せ
先 

 

　
上
勝
町
選
挙
管
理
委
員
会 

 

上
勝
町
長
選
挙 

3

人
事
異
動 

�
参
事
兼
企
画
環
境
課
長
兼 

　
産
業
課
長 

桑
原
定
夫
（
参
事
兼
企
画
環
境
課
長
） 

 

�
総
務
課
長 

横
山
武
志
（
産
業
課
長
） 

 

�
建
設
課
長 

中
原
雅
和
（
建
設
課
主
幹
） 

 

�
企
画
環
境
課
課
長
補
佐 

多
田
光
利
（
住
民
課
課
長
補
佐
） 

 

�
総
務
課
課
長
補
佐
兼
行
政
係
長 

新
田
秀
子
（
総
務
課
行
政
係
長
） 

 

�
総
務
課
課
長
補
佐
兼
行
政
係
長 

高
橋
暁
美
（
総
務
課
行
政
係
長
） 

 

�
住
民
課
課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長 

中
岡
卓
也
（
住
民
課
戸
籍
係
長
） 

 

�
産
業
課
課
長
補
佐
兼 

　
林
業
振
興
係
長 

久
保
昌
弘
（
産
業
課
林
業
振
興
係
長
） 

 

�
教
育
委
員
会
局
長
補
佐
兼 

　
支
所
長
補
佐 

笹
尾
高
七
（
教
育
委
員
会
係
長
兼 

支
所
係
長
） 

�
産
業
課
農
業
振
興
係
長 

佐
々
木
紀
之
（
産
業
課
事
務
主
任
） 

�
住
民
課
戸
籍
係
長 

中
尾
陽
子
（
後
期
高
齢
者
医
療
広
域 

連
合
派
遣
） 

�
徳
島
県
派
遣 

田
村
真
一
（
住
民
課
主
事
補
） 

 

�
理
学
療
法
士 

武
市
佳
代
（
理
学
療
法
士
補
） 

 

�
上
勝
小
学
校
用
務
員 

谷
崎
香
里
（
上
勝
中
学
校
用
務
員
） 

    

�
住
民
課
主
事
補 

青
木
有
紀
子 

    

�
一
月
二
十
一
日 

東
　
ひ
と
み
（
企
画
環
境
課
長
） 

 

�
三
月
四
日 

花
本
　
靖
（
参
事
兼
総
務
課
長
） 

 

�
三
月
三
十
一
日 

長
岡
政
司
（
参
事
兼
建
設
課
長
） 

 

笠
松
　
渚
（
上
勝
小
学
校
用
務
員
） 

    

�
三
月
三
十
一
日 

川
人
　
愛
（
上
勝
町
診
療
所
長
兼 

上
勝
町
福
原
診
療
所
長
） 

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
付（
　
）は
前
任 

新
規
採
用 

退
　
職 

退
　
任 

　
二
〇
一
一
年
四
月
か
ら
二
年
間
、
上
勝
町

診
療
所
と
上
勝
町
福
原
診
療
所
で
勤
務
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
赴
任
当
初
は
上
勝
町

の
美
し
い
自
然
や
車
の
音
が
ほ
と
ん
ど
し
な

い
静
か
な
環
境
に
驚
き
、
夏
に
は
巨
大
な
ム

カ
デ
が
出
没
す
る
た
び
に
叫
ん
で
い
ま
し
た

が
、
今
で
は
慣
れ
て
一
人
で
ム
カ
デ
を
退
治

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
私

に
も
上
勝
町
の
患
者
さ
ん
は
優
し
く
、
教
え

ら
れ
た
こ
と
も
多
々
あ
り
、
上
勝
町
で
の
二

年
間
は
私
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま

し
た
。
上
勝
町
で
の
経
験
を
活
か
し
、
患
者

さ
ん
に
と
っ
て
い
い
医
師
に
な
れ
る
よ
う
に

今
後
も
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
診
療
所
に
勤
務
す
る
の
は
上
勝
が
は
じ
め

て
で
診
療
所
の
ス
タ
ッ
フ
、
役
場
の
職
員
の

方
々
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

そ
し
て
助
け
て
い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

　
後
任
は
、
木
下
英
孝
先
生
が
就
任
さ
れ
ま

す
。
上
勝
町
に
長
い
間
勤
務
さ
れ
て
い
る
の

で
、
み
な
さ
ん
よ
く
ご
存
じ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
上
勝
町
診
療
所
、
上
勝
町
福
原

診
療
所
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

退
任
の
あ
い
さ
つ

退
任
の
あ
い
さ
つ 

退
任
の
あ
い
さ
つ

退
任
の
あ
い
さ
つ 

退
任
の
あ
い
さ
つ 

川

人

　

愛 

�ふるさと創生夢基金　6件 
�ごみゼロ推進基金　　2件 
�教育振興基金　　　　1件 
�まちづくり推進　　　2件 

ふるさと納税の状況について ふるさと納税の状況について 
　平成24年3月1日から平成25年2月28日

までのふるさと納税の状況をご報告させていただ

きますとともに、あらためてお礼申し上げます。 

 

寄附総額  3,480,000円 
 

　「上勝町を応援したい」と思っている方からの寄附金を随時募集しています。ふるさと納税は、寄附

をすることで所得税とお住まいの市町村の住民税から一定の控除をうけることができます。上勝町の

HPでも、ふるさと納税の仕組みや寄附金の使いみちなどについて紹介しており、寄附金申込書のダウ

ンロードを行うことができます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 企画環境課 
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ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言

ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言 

二
〇
二
〇
年
達
成
に
向
け
て

二
〇
二
〇
年
達
成
に
向
け
て 

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言

ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言 

二
〇
二
〇
年
達
成
に
向
け
て

二
〇
二
〇
年
達
成
に
向
け
て 

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言 

二
〇
二
〇
年
達
成
に
向
け
て 

2月のごみ収集量 

◎焼却ごみ 

　【前月比】 

　一家庭に換算すると 

◎容器包装以外のプラスチック製品 

　【前月比】 

　一家庭に換算すると 

5.55t 

0.78ｔ減 

　6.4kg 

0.8t 

0.18ｔ減 

　0.9kg

■
一
斉
清
掃
時
に
回
収
し
た

不
法
投
棄
さ
れ
て
い
た
特

定
家
電
製
品
　
三
〇
台 

■
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
費
用 

　
七
万
三
千
二
百
六
十
円 

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
払
っ
て
、

適
切
な
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。 

平成24年度の実証実験
は一旦終了します。詳
しくは、ひだまりの折
り込みチラシをご覧く
ださい。 

239

雑紙救出実験 
3月の当選番号 

■お問い合せ先　ひだまり 
　�44－6080

　
快
晴
の
三
月
三
日
、
第
六
回
町

内
一
斉
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
九
つ
の
名
か
ら
二
百
二
十

五
名
の
方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、

山
の
斜
面
や
川
岸
な
ど
地
元
の
方

だ
か
ら
こ
そ
気
づ
く
部
分
を
キ
レ

イ
に
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

　
集
ま
っ
た
不
法
投
棄
物
の
総
量

は
、
な
ん
と
約
十
ト
ン（
軽
ト
ラ

ッ
ク
六
十
一
車
分
、
四
ト
ン
ト
ラ

ッ
ク
二
・
五
車
分
）！
な
ん
と
い

っ
て
も
、
今
年
は
福
原
建
設
の
協

力
に
よ
り
ユ
ニ
ッ
ク
が
出
動
し
た

の
で
、
人
力
で
は
拾
い
上
げ
る
の

が
難
し
い
大
型
ゴ
ミ
が
多
数
集
ま

り
ま
し
た
。
一
番
大
規
模
だ
っ
た

所
は
、
福
川
の
田
龍
津
で
、
福
川

名
の
精
鋭
の
皆
さ
ん
が
二
カ
月
も

前
か
ら
事
前
に
準
備
を
し
て
く
れ

て
い
た
の
で
大
変
ス
ム
ー
ズ
に
大

量
の
不
法
投
棄
物
を
引
き
上
げ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
福

原
の
古
森
橋
や
花
織
橋
の
下
も
急

傾
斜
で
す
が
、
そ
こ
は
青
年
会
の

協
力
で
キ
レ
イ
に
な
り
ま
し
た
。 

　
日
比
ヶ
谷
で
は
、
分
別
の
ド
ラ

マ
も
。
今
年
は
、
そ
の
場
に
あ
っ

た
物
で
即
席
の
ビ
ン
洗
浄
道
具
を

作
っ
て
く
れ
た
達
人
の
お
か
げ
で
、

い
つ
も
よ
り
質
の
良
い
資
源
分
別

を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

           

　
ま
た
、
午
前
中
は
、
地
元
の
清

掃
を
終
え
た
福
原
名
の
有
志
と
青

年
会
が
、
そ
し
て
午
後
は
各
名
か

ら
の
有
志
と
商
工
会
婦
人
部
の
皆

さ
ん
が
、
率
先
し
て
分
別
・
洗
浄

を
や
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
十

五
時
に
は
全
て
終
了
と
い
う
驚
異

的
な
早
さ
！  

　
皆
さ
ん
の
お
力
で
キ
レ
イ
な
上

勝
町
が
次
世
代
に
！
ご
多
忙
の
中
、

大
勢
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
　
平
成
二
十
四
年
度 

一
斉
清
掃
実
行
委
員
会 

ボランティアの皆さんが、日比ヶ谷ごみステーションで分別を行いました 

重機で拾い上げられた家電等 
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二
月
十
八
日
、
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ

ス
ト
政
策
を
進
め
る
関
係
者
、
上

勝
町
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゼ
ロ
・
ウ
ェ

イ
ス
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
、
一
般
社
団

法
人
地
職
住
推
進
機
構
及
び（
株
）

Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ（
以
下
リ
ク
シ
ル
）が

集
ま
り
、「
エ
コ
・
サ
ニ
テ
ー
シ

ョ
ン
」
の
報
告
会
と
意
見
交
換
会

を
行
い
ま
し
た
。 

　
「
エ
コ
・
サ
ニ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

と
は
ト
イ
レ
の
し
尿
や
生
活
雑
排

水
を
戸
別
処
理
し
、
再
利
用
・
再

資
源
化
す
る
分
散
型
シ
ス
テ
ム
で
、

リ
ク
シ
ル
は
、
下
水
道
等
、
汚
水

処
理
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
進
ん
で

い
な
い
地
域
の
河
川
の
汚
染
な
ど
、

水
に
関
す
る
様
々
な
課
題
を
解
決

す
べ
く
、
持
続
可
能
な
仕
組
み
の

研
究
開
発
を
国
内
外
で
進
め
て
き

ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
リ
ク
シ
ル
と
本
町
は
、

平
成
二
十
二
年
に
実
証
研
究
協
定

を
結
び
、
リ
ク
シ
ル
が
研
究
開
発

中
の「
エ
コ
・
サ
ニ
テ
ー
シ
ョ
ン

モ
デ
ル
」
を
上
勝
町
内
の
民
家
に

設
置
し
、
実
場
面
で
の
デ
ー
タ
収

集
と
価
値
評
価
を
協
働
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。 

    

実
証
研
究
の
概
要 

 

■
研
究
テ
ー
マ 

　
家
庭
の
排
水
は
一
般
的
に
混
合

状
態
で
一
括
処
理
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
各
発
生
源（
ト
イ
レ
、
浴
室
、

洗
面
、
キ
ッ
チ
ン
等
）の
汚
濁
濃

度
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
特
に

し
尿
は
汚
濁
濃
度
が
高
く
、
家
庭

の
排
水
を
し
尿
と
そ
れ
以
外
の
雑

排
水（
浴
室
、
洗
面
、
キ
ッ
チ
ン

な
ど
）に
分
け
、
し
尿
は
発
酵
分

解
処
理
し
て
減
容
化
、
生
活
雑
排

水
は
専
用
の
処
理
装
置
で
処
理
す

る
こ
と
に
よ
り
、
放
流
水
の
水
質

向
上
、
汚
泥
発
生
量
の
削
減
に
よ

る
処
理
コ
ス
ト
の
縮
減
が
期
待
さ

れ
ま
す
。 

 

評
価
期
間 

　
平
成
二
十
四
年
四
月
〜 

 

評
価
概
要 

　
三
人
家
族（
夫
婦
二
人
＋
子
供

一
人
）の
民
家 

屋
外
に
試
験
機
を

設
置
水
道
・
電
気
代
計
測
、
水
質

の
分
析
、
地
域
全
体
と
し
て
の
費

用
対
効
果 

                                

実
証
研
究
の
結
果
と
課
題 

 

　
収
集
デ
ー
タ
か
ら
、
し
尿
は
分

解
・
減
容
化
さ
れ
約
一
年
間
の
運

転
期
間
中
、
汚
泥
の
引
抜
き
は
不

要
で
あ
り
、
雑
排
水
の
放
流
水
質

は
、
浄
化
槽
と
同
等
の
放
流
水
質

で
し
た
。
特
に
窒
素
、
リ
ン
の
放

流
水
質
は
高
度
処
理
型
浄
化
槽
レ

ベ
ル
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。 

　
使
用
者
か
ら
は「
シ
ャ
ワ
ー
ト

イ
レ
も
利
用
で
き
、
通
常
の
ト
イ

レ
の
よ
う
に
使
用
で
き
た
」
と
い

う
評
価
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
本
町
の
関
係
者
の
方

か
ら
は「
生
ゴ
ミ
も
含
め
た
処
理

の
検
討
や
国
の
補
助
金
制
度
の
対

象
に
す
る
必
要
が
あ
る
」「
戸
建
住

宅
だ
け
で
な
く
旅
館
施
設
等
の
対

応
方
法
は
ど
う
す
る
の
か
」
等
の

要
望
が
出
て
い
ま
す
。 

　 今
後
の
展
開 

 

　
意
見
交
換
会
で
は
非
常
に
活
発

な
議
論
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。「
ゼ

ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言
」
し
た
自

治
体
で
あ
る
本
町
は
、
地
方
の
豊

か
で
貴
重
な
水
資
源
を
守
り
な
が

ら
、
屎
尿
や
雑
排
水
を
地
域
で
処

理
し
、
有
用
資
源
と
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
可
能
と
す
る
新
し
い
仕
組
み

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
少
子
高
齢
化
す
る
日
本
、

特
に
地
方
で
は
コ
ン
パ
ク
ト
で
、

地
域
に
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー（
水
力
・

太
陽
光
な
ど
）を
活
用
し
な
が
ら
、

持
続
可
能
性
の
あ
る
仕
組
み
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
三
．一
一
以

降
さ
ら
に
こ
う
し
た
考
え
方
が
高

ま
り
つ
つ
あ
る
中
、
改
め
て
本
町

と
リ
ク
シ
ル
の
目
指
す
ビ
ジ
ョ
ン

や
課
題
を
共
有
化
し
、
実
現
に
向

け
た
取
組
み
を
強
め
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。
住
民
の
声
を

聞
き
、
上
勝
町
全
体
と
し
て
の
メ

リ
ッ
ト
を
総
合
評
価
・
改
良
し
な

が
ら
、
平
成
二
十
五
年
度
も
引
き

続
き
こ
の
取
組
み
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。 

　
本
町
と
リ
ク
シ
ル
は
、
実
証
研

究
の
延
長
に
関
す
る
協
定
書
に
調

印
し
ま
し
た
。 

 

分
散
型
処
理
シ
ス
テ
ム
「
エ
コ
・
サ
ニ
テ
ー
シ
ョ
ン
」の
実
証
研
究
報
告
会 

〜
汚
泥
発
生
量
の
削
減
・
河
川
保
護
の
観
点
で
効
果
を
確
認
〜 

▲「エコ・サニテーション」実証研究イメージ図 ▲試験機トイレを設置した建屋 

▲上勝町 笠松町長【右】と（株）LIXIL総合研 
　究所 小田所長と協定書を交わしました 



6

平成24年度 
お誕生証書並びに記念品授与式 
　３月１日、コミュニティセンターにおいて、お誕生
証書並びに記念品授与式を開催しました。 
　平成24年生まれの赤ちゃん５名とご家族に参加頂き
ました。 
　当日は笠松町長より、それぞれお誕生証書と記念品
を受取り、次世代を担う赤ちゃんたちは目を輝かせて
おりました。 

　「少年の主張全国大会」奨励賞、また「全日本水
の作文コンクール」全国第２席にあたる優秀賞「国
土交通省水管理・国土保全局水資源部長賞」を受
賞した笹尾咲良さん（正木）が徳島県藍青賞（後期）
を受賞しました。 
　国立オリンピック記念青少年総合センター（東京）
で開かれた「少年の主張全国大会」では、厳しい審
査の末、全国大会に出場した12名が、自身の体験
や夢、希望などを心を込めて訴えました。笹尾さ
んは、「つなぐ想い」という演題のもと、「上勝町
は元気と有効資源あふれる無限集落。この町を支
えるチャレンジをしていきたい。」と語りました。
また「全日本水の作文コンクール」では、日常生
活の中で感じている水の大切さを訴えました。 

徳島県藍青賞（後期）受賞 
笹尾 咲良さん（1年） 

 

　国土交通省などが全国の小中学生を対象に募集
した「土砂災害防止に関する絵画・作文コンクール」
の中学校作文部門に応募した酒井聖輝さん（福原）
は、２年連続で全国第２席にあたる優秀賞「国土
交通事務次官賞」に輝きました。 
　作文では、上勝町の棚田や石垣、広葉樹林を守
り、自然の持つ力を大切にすることで、上手に土
砂災害を防止したい、といった意見や思いがしっ
かりと述べられています。 

2年連続 
「国土交通事務次官賞」受賞 

酒井 聖輝さん（2年） 
 

　新聞記事を読み、自分のこととして受け止めた
記事について感想文を寄せる新聞感想文コンクー
ル。大久保柚さん（傍示）は、iPS細胞を開発した
京都大学の山中伸弥教授のノーベル医学生理学賞
受賞の記事から、まだまだ自分にとっては「科学」
も「発明」も実感のわきにくい遠いものだが、自分
の中で少しずつ芽生えつつある「科学への興味の芽」
を大切に育てていきたいと述べ、徳島県優秀賞を
獲得しました。 

「第4回徳島県新聞感想文 
コンクール」優秀賞 
大久保 柚さん（1年） 

　読売新聞社、イオン環境財団主催の「地球にや
さしい作文・活動報告コンテスト」に「ごみ収集車
のない町から」と題した作文を応募した関本風花
さん（傍示）が、全国入選しました。 
  ごみ収集車のない上勝町を誇りに思い、これか
らも「ゼロ・ウェイスト宣言」どおり「ごみがない」
町をめざして環境を守り，私たちの未来や次の世
代を守る取組を続けていきたい、と力強い言葉で
自分の思いを綴りました。 

「地球にやさしい作文・活動 
報告コンテスト」全国入選 

関本 風花さん（3年） 
 

活躍光る！ 上中生！！ 
写真　左から大久保　柚さん（1年）、笹尾　咲良さん（1年）、 
　　　　　　関本　風花さん（3年）、酒井　聖輝さん（2年） 
 

最後はみんなではいチ～ズ!!
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ご卒業・ご卒園おめでとうございますご卒業・ご卒園おめでとうございます

　ご卒業おめでとうございます。これからも人と
の出会いを大切にして、感謝の気持ちを忘れず、
それぞれの道を一歩一歩着実に歩んでいってくだ
さい。 

上勝中学校長　田首　俊彦 

上勝中学校 
3月15日（金） 

　ご卒業おめでとうございます。 

　命と友とふるさと上勝を大切にし、自分の夢や目標

を大きくもち、その夢に向かって力強く前進してくだ

さい。 

　中学校での更なるご活躍を期待しています。 

上勝小学校長　賀川　　實 

上勝小学校 3月19日（火） 

　ご卒園、おめでとうございます 

　あんなに小さかった皆さんが、心も身体も、大きく、

強く、逞しくなり保育園を巣立って行かれます。小学

校では、「ありがとう」の気持ちを大切に、明るく、元

気に、のびのびと学び、成長されますように願ってい

ます。 

彩保育園園長　谷口　恵美 

彩保育園 3月23日（土） 

　2月23日福原ふれあいセンターにおいて、小
学6年生までのお子さま及びその保護者を対象
に『上勝っ子フェスタ 2013』を開催しました。
前半は歯科健診やフッ素塗布、手作りおもちゃ、
ヘモグロビンA１c・血圧測定等を行い、また、
後半は歯科衛生士・栄養士・保健師がカラダの
ことについてお話ししました。参加者は健康に
ついて考える機会となりました。来年度も開催
予定ですので、ぜひご参加くださいね！ 

上勝っ子フェスタ2013開催 上勝っ子フェスタ2013開催 上勝っ子フェスタ2013開催 

虫歯についてのお話しに参加者も真剣の様子。 
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三
月
十
七
日
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
、
上
勝
町
社
会

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業「
ゼ
ロ・

ウ
ェ
イ
ス
ト
推
進
事
業
」
の
平
成

二
十
四
年
度
報
告
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
二
十
名
の
参
加
者

に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
新
し
い

公
共
事
業
を
二
年
間
に
渡
っ
て
推

進
し
て
参
り
ま
し
た
地
職
住
推
進

機
構
小
林
代
表
よ
り
事
業
の
報
告

を
行
い
ま
し
た
。 

              

        

　
月
間
約
五
十
件
の
家
庭
か
ら
の

注
文
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
買
物

に
困
る
町
民
へ
の
支
援
、
ま
た
見

守
り
支
援
に
貢
献
し
、
お
年
寄
り

で
も
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
の
ひ

と
役
を
担
う
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
別
事
業
の
上
勝
百
貨
店
と
連

動
し
量
り
売
り
商
品
を
中
心
と
し

た
宅
配
、
移
動
販
売
を
行
う
事
に

よ
り
ご
み
の
総
量
削
減
、
リ
サ
イ

ク
ル
率
の
向
上
と
い
っ
た
課
題
に

対
し
て
も
一
定
の
効
果
を
得
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
宅
配
事
業
と

絡
め
た
農
作
物
の
集
荷
・
販
売
事

業
で
は
、
小
さ
な
金
額
で
は
あ
る

が
、
お
年
寄
り
の
新
た
な
生
き
が

い
づ
く
り
り
に
繋
が
っ
た
の
で
は

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
集
荷
・
販

売
事
業
で
開
拓
し
た
販
路
を
町
内

第
三
セ
ク
タ
ー
と
結
び
つ
け
る
こ

と
で
、
町
内
経
済
の
活
性
化
に
も

貢
献
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。                      

    

　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
で
は
、

町
内
関
係
者
と
協
議
を
行
い
な
が

ら
、
上
勝
町
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

利
用
計
画
策
定
を
進
め
ま
し
た
。

そ
の
他
、
薪
や
ペ
レ
ッ
ト
の
販
売
、

ス
ト
ー
ブ
の
展
示
会
等
を
開
催
し
、

木
質
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
推
進
を

行
い
ま
し
た
。 

 

　
メ
タ
ン
ガ
ス
事
業
で
は
、
液
肥

の
特
殊
肥
料
製
造
登
録
を
完
了
し
、

本
格
的
に
液
肥
の
利
用
に
関
し
て

町
内
広
報
を
進
め
、
利
用
推
進
を

行
い
ま
し
た
。 

　
太
陽
光
発
電
事
業
に
お
い
て
は
、

町
内
三
カ
所
、
町
外
二
カ
所
の
設

置
検
討
を
進
め
ま
し
た
。
残
念
な

が
ら
、
結
果
と
し
て
は
最
終
的
な

契
約
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
提
案
ノ
ウ
ハ
ウ
や
各
種
メ

ー
カ
ー
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
結
ぶ
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。 

　
小
水
力
発
電
事
業
に
関
し
て
は
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
二
機
の
超
小

型
小
水
力
発
電
機
の
運
用
を
行
い

ま
し
た
。
設
置
街
灯
数
の
増
加
や
、

用
途
の
追
加
等
、
改
良
や
実
験
を

繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
合
わ
せ

て
小
水
力
発
電
用
系
統
連
系
シ
ス

テ
ム
の
開
発
も
進
め
、
小
型
発
小

水
力
電
機
に
よ
る
売
電
事
業
の
展

開
に
向
け
た
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

ま
た
町
内
製
材
所
跡
地
で
過
去
に

使
わ
れ
て
い
た
発
電
機
を
再
利
用 

平
成
二
十
四
年
度 

上
勝
町

上
勝
町
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
推
進
事
業

推
進
事
業 
上
勝
町
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
推
進
事
業 

新
し
い
公
共
公
共 

新
し
い
公
共 

新
し
い
公
共
平
成
二
十
四
年
度 

最
終
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た 

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
ネ
ッ
ト 

買
物
宅
配
事
業
報
告
内
容 

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
版 

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
事
業（
自
然 

エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業
）報
告
内
容 

報告会の様子① 

報告会の様子② 

カミカツマルシェの様子 移動販売の様子 

実験に使った木材チッパー 

中規模小水力発電機 
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し
た
中
規
模
発
電
事
業
を
進
め
ま

し
た
。
水
量
調
査
や
水
道
管
、
発

電
機
の
修
復
を
進
め
、
約
十
一
Ｋ

Ｗ
の
発
電
実
験
を
成
功
さ
せ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
日
本
初
の
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
発
電
モ
デ
ル
と
し
て
注

目
を
浴
び
て
い
ま
す
。
最
終
的
に

本
格
的
な
売
電
に
向
け
て
、
四
国

電
力
と
の
協
議
や
系
統
連
系
の
準

備
を
着
々
と
進
め
ま
し
た
。 

　
省
エ
ネ（
ネ
ガ
ワ
ッ
ト
）推
進
事

業
に
お
い
て
は
、
町
内
住
民
宅
へ

十
五
機
、
椎
茸
栽
培
・
販
売
を
行

う
第
三
セ
ク
タ
ー
上
勝
バ
イ
オ
へ

五
機
を
設
置
し
ま
し
た
。
定
期
的

な
デ
ー
タ
回
収
と
毎
月
の
状
況
に

合
わ
せ
た
省
エ
ネ
ア
ド
バ
イ
ス
を

継
続
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
削
減
す
る
こ
と

に
成
功
し
ま
し
た
。 

                              

  

　
今
後
の
事
業
展
望
と
し
て
、
ま

ず「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進

事
業
」
に
お
い
て
は
二
年
間
の
活

動
を
通
じ
て
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
、
情

報
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
や
省

電
力
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
事
業
を
基
軸
事
業
と
し
て
進
め

ま
す
。
新
た
な
産
業
と
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
自
給
自
足
、
地
域

雇
用
の
創
出
な
ど
の
コ
ン
セ
プ
ト

か
ら
考
え
る
と
、
単
に
大
型
施
設

を
組
み
立
て
る
ハ
ー
ド
面
だ
け
で

な
く
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

含
め
た「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
」
の

教
育
機
関
と
し
て
、
環
境
教
育
等

の
ソ
フ
ト
面
を
充
実
さ
せ
た
コ
ン

テ
ン
ツ
を
築
い
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
合
わ
せ
て
進
め
て
い
く
予
定

で
あ
り
ま
す
。 

　「
買
物
宅
配
事
業
」
に
関
し
て
は
、

今
年
度
平
成
二
十
四
年
度
総
務
省

過
疎
地
域
等
自
立
活
性
化
推
進
事

業
と
し
て
進
め
て
き
た「
共
同
商

店
事
業
」
と
統
合
し
、
買
物
宅
配

や
移
動
販
売
を
継
続
し
地
域
の
暮

ら
し
を
守
る
商
店
機
能
を
更
に
充

実
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
」
達
成
に
向

け
た
買
物
方
法
の
提
案
、
環
境
に

良
い
商
品
の
開
発
を
進
め
て
い
き

ま
す
。 

 

今
後
の
事
業
に
つ
い
て 

2011年 6 月 
　上勝町が、社会イノベーション推進のためのモ
デル事業（内閣府）の予算が決定、人員の募集を
開始 

2011年 8 月 
　買物代行サービスの「ゼロ・ウェイストネット
買物宅配事業」と、再生可能エネルギーを推進 
する「ゼロ・ウェイスト版スマートグリッド事業」
を、上勝町役場内に地職住推進機構設立準備室を
設置 

2011年10月 
　事業を本格的に始動。買物代行サービスの開始、
小水力発電等の候補地の選定、省エネ推進、自然
エネルギー啓蒙活動イベントの企画・運営等を行
う 

2011年 3 月 
　2機の小型小水力発電機を設置し、地域を照ら
す防犯灯として利用開始、買物宅配事業で集荷し
た野菜を販売する野菜直売市「カミカツマルシェ」
の運営を開始 

2012年 4 月 
　役場内組織から独立し、一般社団法人地職住推
進機構として始動、薪やストーブの販売を行う
ECサイト（ネットショップ）立ち上げ 

2012年 6 月 
　過疎地域自立活性化推進交付金事業を受託、 「上
勝町商店活性化のための共同商店事業」を始動 

2012年 9 月 
　事務所を改装し量り売りの「カミカツマーケット」
をスタート 

2012年10月 
　小水力発電売電モデル事業の本格始動 
　汎用型小水力発電売電用小型パワーコンディシ
ョナーの開発に着手 

2013年 1 月 
　仮店舗より移転・店名変更し、ゼロ・ウェイス
トを推進する「上勝百貨店」をスタート 
　正木の小水力発電を利用した防犯灯を増設 

2013年 2 月 
　上勝町エネルギーの視察ツアーを企画・開催 
　清井製材跡（福原）の発電事業について、四国
電力と協議 

2013年 3 月 
　清井製材跡（福原）の発電実証実験が完了 
　小型小水力発電機用パワーコンディショナー設
置 
　最終事業報告会を開催 

※太字は総務省「過疎地域等自立活性化推進事業」
として事業を遂行 

一般社団法人地職住推進機構　� 46－0275

地職住推進機構　2年間の歩み 

省エネモニター 

今後の展望 
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川
　
人
　
　
　
愛 

○ 179

健
康
健
康
の
達
人
達
人
に
な
ろ
う

に
な
ろ
う 
健
康
健
康
の
達
人
達
人
に
な
ろ
う

に
な
ろ
う 
健
康
の
達
人
に
な
ろ
う 

　
っ
て
　
す
る

健
康
情
報 
知 
得 
知 
得 

上勝町無料電話健康相談 �0120－24ー8174
フリーダイヤル 24時間 や ま い な し  

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
暖
か
く

な
り
過
ご
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
ね
。

今
月
は
自
分
で
で
き
る
花
粉
症
対

策
に
つ
い
て
で
す
。 

  

外
出
時
の
花
粉
症
対
策 

■
花
粉
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク 

　
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

気
象
情
報
や
花
粉
情
報
を
入
手
し

ま
し
ょ
う
。 

花
粉
情
報
の
要
注
意
日 

①
天
気
が
晴
れ
ま
た
は
曇
り 

②
最
高
気
温
が
高
い 

③
湿
度
が
低
い 

④
や
や
強
い
南
風
が
吹
き
、
そ
の

後
北
風
に
変
化
し
た
と
き 

⑤
前
日
が
雨 

　
前
日
ま
た
は
当
日
の
未
明
ま
で

雨
で
、
そ
の
後
天
気
が
急
に
回
復

し
て
晴
れ
、
南
風
が
吹
い
て
気
温

が
高
く
な
る
日
が
要
注
意
日
と
な

り
ま
す
。（
日
本
気
象
協
会
作
成
） 

 
■
外
出
を
控
え
め
に 

　
花
粉
の
飛
散
の
多
い
日
は
特
に

注
意
が
必
要
。
一
日
の
う
ち
飛
散

の
多
い
時
間
帯（
十
三
時
〜
十
五
時

頃《
注
…
地
域
に
よ
っ
て
差
が
あ
り

ま
す
》）の
外
出
も
な
る
べ
く
控
え

ま
し
ょ
う
。 

 

■
外
出
時
は
完
全
防
備 

　
帽
子
・
メ
ガ
ネ
・
マ
ス
ク
・
マ

フ
ラ
ー
を
身
に
つ
け
て
。
コ
ー
ト

も
ツ
ル
ツ
ル
し
た
素
材
を
選
び
ま

し
ょ
う
。 

 

■
帰
宅
時
は
玄
関
で
シ
ャ
ッ
ト
ア

ウ
ト 

　
衣
服
・
ペ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
た

花
粉
は
、
き
ち
ん
と
外
で
は
ら
っ

て
玄
関
で
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
。
な

る
べ
く
室
内
に
持
ち
込
ま
な
い
工

夫
と
努
力
を
。 

 

■
帰
宅
後
は
洗
顔
や
う
が
い
を 

　
体
に
つ
い
た
花
粉
は
き
ち
ん
と

洗
い
流
し
ま
し
ょ
う
。
毎
日
の
習

慣
と
し
て
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

  

家
の
中
で
の
花
粉
症
対
策 

■
ド
ア
・
窓
を
閉
め
る 

　
花
粉
の
飛
散
が
多
い
と
き
は
、

き
ち
ん
と
ド
ア
や
窓
を
閉
め
て
、

花
粉
の
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
が
大
切

で
す
。 

 

■
掃
除
は
こ
ま
め
に 

　
防
い
で
い
る
つ
も
り
で
も
、
室

内
に
は
か
な
り
花
粉
が
侵
入
し
て

い
る
の
で
掃
除
を
こ
ま
め
に
行
い

ま
し
ょ
う
。
床
が
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

で
あ
れ
ば
毎
日
拭
き
掃
除
を
行
う

と
効
果
的
で
す
。 

　
ま
た
、
き
れ
い
な
室
内
は
ダ
ニ

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
に
も
な
り
ま
す
。 

  

就
寝
時
の
花
粉
症
対
策 

■
布
団
を
外
に
干
さ
な
い 

　
外
に
布
団
を
干
し
て
し
ま
う
と

花
粉
が
つ
い
て
し
ま
う
の
で
、
布

団
乾
燥
機
等
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。 

ま
た
、
ど
う
し
て
も
干
し
た
い
と

き
は
、
花
粉
の
飛
散
量
が
少
な
い

午
前
中
に
。
取
り
入
れ
る
際
は
花

粉
を
は
た
い
て
、
さ
ら
に
布
団
の

表
面
を
掃
除
機
で
吸
う
と
効
果
的

で
す
。 

 

■
元
の
花
粉
を
拭
き
取
る 

　
床
の
上
は
も
ち
ろ
ん
、
ベ
ッ

ド
に
も
花
粉
は
た
ま
っ
て
い
ま

す
。
寝
て
い
る
と
き
に
花
粉
を

吸
い
込
ま
な
い
よ
う
に
、
枕
ま

わ
り
の
一
ｍ
ぐ
ら
い
を
水
で
少

し
湿
ら
せ
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
タ

オ
ル
で
拭
き
取
り
ま
し
ょ
う
。 

 

■
お
風
呂
・
シ
ャ
ワ
ー
で
花
粉

を
流
す 

　
お
風
呂
や
シ
ャ
ワ
ー
は
花
粉

の
時
期
は
寝
る
前
に
花
粉
を
し

っ
か
り
洗
い
流
し
て
か
ら
布
団

に
入
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

■
空
気
清
浄
機
を
活
用 

　
空
気
清
浄
機
を
使
い
な
が
ら

寝
る
の
も
ぐ
っ
す
り
睡
眠
を
と

る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
。
ま
た
、

風
邪
の
予
防
に
も
役
立
ち
ま
す
。 
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保
健
師

保
健
師
で
す
で
す

保
健
師

保
健
師
で
す
で
す

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

          

■
特
定
健
診
と
が
ん
検
診 

              

�
国
保
の
特
定
健
診
に
該
当
さ
れ

る
方
へ
は
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

は
、
各
世
帯
ご
と
に
お
送
り
し

ま
す
。 

�
社
会
保
険
の
ご
家
族
の
特
定
健

診
も
受
診
券
が
あ
れ
ば
受
け
ら

れ
ま
す
。
職
場
の
担
当
者
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

■
女
性
の
が
ん
検
診 

　
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
及
び

骨
密
度
測
定
を
実
施
し
ま
す
。 

             

今
年
も
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！ 
  

■
貯
筋
教
室 

第
四
水
曜
日
　
十
四
時
か
ら 

場
　
所
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

講
　
師
…
株
本
泰
輔 

先
生 

参
加
費
…
五
百
円 

　
ゆ
っ
く
り
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、

無
理
の
な
い
筋
ト
レ
体
操
を
行
い

ま
す
。
今
年
度
は
五
月
二
十
二
日

（
水
）か
ら
ス
タ
ー
ト
予
定
で
す
。 

■
チ
ベ
ッ
ト
体
操 

年
に
二
回
の
実
施
予
定 

講
　
師
…
松
下
信
義 

先
生 

参
加
費
…
五
百
円 

　
腹
式
呼
吸
で
基
本
の
五
ポ
ー
ズ

を
と
り
、
心
身
を
活
性
化
し
ま
す
。 

  

　
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
と
お
口

の
相
談
日
を
毎
月
二
回
開
催
し
て

い
ま
す
。
歯
は
一
生
の
宝
物
で
す
。

歯
医
者
へ
か
か
っ
て
い
る
方
で
も
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

と
　
き
…
①
四
月
十
二
日（
金
） 

      

　
　
②
四
月
二
十
六
日（
金
） 

両
日
と
も
九
時
三
十
分
〜
十
一
時 

と
こ
ろ
…
上
勝
町
診
療
所 

   

■
妊
婦
訪
問
、
赤
ち
ゃ
ん
訪
問 

　
赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成
長
と

お
母
さ
ん
の
育
児
を
応
援
す
る
た

め
に
、
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ご

家
庭
に
保
健
師
等
が
訪
問
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
体
重
測
定
や
健

康
状
態
の
確
認
、
育
児
や
産
後
の

生
活
等
の
相
談
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
妊
婦
訪
問
も
行
っ
て
お
り
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 

■
乳
幼
児
健
康
診
査 

�
六
月
七
日（
金
） 

�
九
月
六
日（
金
） 

�
十
二
月
六
日（
金
） 

�
三
月
七
日（
金
） 

　
該
当
の
方
に
は
事
前
に
個
別
通

知
い
た
し
ま
す
。 

〈
主
な
健
診
内
容
〉 

身
体
測
定
、
内
科
健
診
、
尿
検
査
、

聞
こ
え
と
言
葉
の
相
談
、
心
の
相

談
、
歯
科
健
診
・
相
談
、
栄
養
相

談
、
育
児
相
談 

等 

■
上
勝
っ
子
フ
ェ
ス
タ 

�
乳
児
〜
小
学
六
年
生
対
象 

�
開
催
日
未
定 

　
フ
ッ
素
塗
布
を
は
じ
め
、
栄
養

や
保
健
に
関
す
る
コ
ー
ナ
ー
、
手

作
り
お
も
ち
ゃ
の
コ
ー
ナ
ー
等
を

実
施
し
ま
す
。
対
象
の
方
へ
は
事

前
に
通
知
い
た
し
ま
す
。 

�
な
お
、
育
児
相
談
や
健
康
相
談

は
随
時
受
付
し
て
お
り
ま
す
。 

   

　
風
し
ん
の
報
告
数
が
首
都
圏
を

中
心
に
急
増
し
て
い
ま
す
。 

�
特
に
十
代
後
半
〜
五
十
代
前
半

の
男
性
、
十
代
後
半
〜
三
十
代

前
半
の
女
性
が
多
く
発
病
し
て

い
ま
す
。 

�
特
に
昭
和
五
十
四
年
四
月
二
日

〜
平
成
七
年
四
月
一
日
生
ま
れ

の
男
女
は
接
種
率
が
低
く
、
ま

た
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日

以
前
生
ま
れ
の
男
性
は
子
ど
も

の
頃
に
定
期
接
種
の
チ
ャ
ン
ス

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

�
風
し
ん
の
予
防
接
種
は
は
し
か

（
麻
し
ん
）も
一
緒
に
予
防
で
き

る
麻
し
ん
風
し
ん
混
合（
Ｍ
Ｒ
）

ワ
ク
チ
ン
を
お
奨
め
し
ま
す
。 

 

　
妊
婦
、
特
に
妊
娠
初
期
の
女

性
が
風
し
ん
に
か
か
る
と
、
赤

ち
ゃ
ん
に
も
感
染
し
、
耳
が
聞

こ
え
に
く
い
、
目
が
見
え
に
く
い
、

生
ま
れ
つ
き
心
臓
に
病
気
が
あ
る
、

発
達
が
ゆ
っ
く
り
し
て
い
る
等「
先

天
性
風
し
ん
症
候
群
」
と
い
う
病

気
に
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。 

◎
女
性
は
妊
娠
前
に 

　
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。 

※
接
種
後
二
カ
月
は
避
妊
が
必

要
で
す
。 

◎
成
人
男
性
は 

　
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と

が
な
い
方
、
風
し
ん
ワ
ク
チ

ン
を
受
け
て
い
な
い
方
、
ど

ち
ら
も
不
明
の
方
は
、
接
種

す
る
こ
と
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。 

※
二
回
接
種
し
て
も
問
題
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

◎
妊
娠
中
の
女
性
の
家
族
は 

　
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。 

※
妊
婦
は
風
し
ん
の
予
防
接
種

を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
一
歳

児（
第
一
期
）と
、
小
学
校
入

学
前
一
年
間（
第
二
期
）は
定

期
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。 

各
種
健
康
診
査 

各
種
運
動
教
室 

歯
の
健
康
相
談 

子
育
て
に
関
す
る
こ
と 

風
し
ん
注
意
報
発
令
!!
 

平
成
二
十
五
年
度
の
予
定 

と　き 

7月 6 日（土） 

7月12日（金） 

7月26日（金） 

8月23日（金） 

と　こ　ろ 

コミュニティセンター 

高鉾公民館 

傍示定住センター 

旭基幹集落センター 

と　き 

9月12日（木） 

9月26日（木） 

内　　　容 

子宮がん 

乳がん、骨密度 

ところ：高鉾公民館 

※2日に分けて行います。 



午　前
 

 

午　後
 

 
歯科診療 

1診療 

2診療 

1診療 

2診療 
8：30～12：00 
13：00～17：15

午　前
 

 

午　後
 

 
歯科診療 

1診療 

2診療 

1診療 

2診療 
8：30～12：00 
13：00～17：15

午　前
 

 

午　後
 

 
歯科診療 

1診療 

2診療 

1診療 

2診療 
8：30～12：00 
13：00～17：15

午　前
 

 

午　後
 

 
歯科診療 

1診療 

2診療 

1診療 

2診療 
8：30～12：00 
13：00～17：15

13

今 月 の 納 税 

後期高齢者医療保険料　 ８期分 

納期限　平成25年４月30日（火） 

軽 自 動 車 税　 全期分 

督促状の出るもの 

　納期限は４月１日（月）でしたが、まだ未
納の方が見受けられます。未納者には、 
４月19日（金）に督促状を送付します。 
　早急に納めてください。 

午　前
 

 

午　後
 

 
歯科診療 

1診療 

2診療 

1診療 

2診療 

�44－5010　午前の診療受付8時30分～11時30分　午後の診療受付14時～16時30分 

4月担当医表 

（上勝町診療所） 

午　後 

午　後 

午　後 

午　後 

�46－0302　診療受付13時～16時30分 （上勝町福原診療所） 

1 
 
 
 
 
 
8 
 
 
 
 
 
15 
 
 
 
 
 
22 
 
 
 
 
 
29

2 
 
 
 
 
 
9 
 
 
 
 
 
16 
 
 
 
 
 
23 
 
 
 
 
 
30

3 
 
 
 
 
 
10 
 
 
 
 
 
17 
 
 
 
 
 
24 
 
 
 
 
 

4 
 
 
 
 
 
11 
 
 
 
 
 
18 
 
 
 
 
 
25 
 
 
 
 
 

5 
 
 
 
 
 
12 
 
 
 
 
 
19 
 
 
 
 
 
26 
 
 
 
 
 

木下　英孝 

 

木下　英孝 

 

 

 

木下　英孝 

 

木下　英孝 

 

 

 

木下　英孝 

 

木下　英孝 

 

 

 

木下　英孝 

 

木下　英孝 

 

 

 

 

 

昭和の日 

木下　英孝 

樫原　　茂 

木下　英孝 

樫原　　茂 

 

 

木下　英孝 

樫原　　茂 

木下　英孝 

樫原　　茂 

 

 

木下　英孝 

樫原　　茂 

木下　英孝 

樫原　　茂 

 

 

木下　英孝 

樫原　　茂 

木下　英孝 

樫原　　茂 

 

 

木下　英孝 

樫原　　茂 

木下　英孝 

樫原　　茂 

木下　英孝 

樫原　　茂 

樫原　　茂 

 

 

 

木下　英孝 

樫原　　茂 

樫原　　茂 

 

 

 

木下　英孝 

樫原　　茂 

樫原　　茂 

 

 

 

木下　英孝 

樫原　　茂 

樫原　　茂 

木下　英孝 

 

木下　英孝 

 

高橋加奈子 

 

木下　英孝 

 

木下　英孝 

 

高橋加奈子 

 

木下　英孝 

 

木下　英孝 

 

高橋加奈子 

 

木下　英孝 

 

木下　英孝 

 

高橋加奈子 

木下　英孝 

樫原　　茂 

木下　英孝 

 

 

 

木下　英孝 

樫原　　茂 

木下　英孝 

 

 

 

木下　英孝 

樫原　　茂 

木下　英孝 

 

 

 

木下　英孝 

樫原　　茂 

木下　英孝 

月 火 水 木 金 

3 
 
10 
 
17 
 
24

4 
 
11 
 
18 
 
25

5 
 
12 
 
19 
 
26

 
木下　英孝 

 

木下　英孝 

 

木下　英孝 

 

木下　英孝 

 
樫原　　茂 

 

樫原　　茂 

 

樫原　　茂 

 

樫原　　茂 

水 木 金 

英 会 話 教 室  

心配ごと相談  

４月25日(木)　13時～16時30分 

　　　高鉾公民館 
　家庭内、近隣との悩みごとなど登記相談
についてもお気軽にご相談ください。 

　障害者の支援、相談を受け付けています。
障害者手帳の取得、補装具、住宅改修、居
住サービス等どんなことでもお手伝いいた
します。お気軽にお電話ください。 

登記無料相談  

４月27日(土)　9時～12時 
※毎月第４土曜日に開催 

小松島市総合福祉センター 

毎週日曜日　7時30分～14時 
日比ヶ谷ごみステーション 

廃タイヤ…１㎏まで毎に100円 
　家電製品……有料 

廃タイヤ・廃バッテリーの収集 
粗大ごみ、家電製品（テレビ・エ 
アコン・洗濯機・冷蔵庫）の回収 

シーズ相談支援事業部 

�0884ー24ー3366

障害者生活支援相談 

毎週木曜日 無料（４日は休講） 
19時～20時 
場所：役場支所 
お申し込み・お問い合せ 教育委員会（�45－0111） 

8：30～12：00 
13：00～17：15

診療所 
から 
お知らせ 

　4月から、診療所長は木下英孝先生、支援の先生は
樫原茂先生となります。 
　上勝町診療所は今までどおりですが、上勝町福原診
療所は医師の都合で毎週水曜日と金曜日の午後の診療
となります。ご了承ください。 
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平成25年度　上勝町雇用推進事業の概要 平成25年度　上勝町雇用推進事業の概要 平成25年度　上勝町雇用推進事業の概要 

上勝町 事業主 

4月町広報紙で周知 

助成額：給与＋法定福利の50%
以内又は120万円（年）
のどちらか低い額 

募　集：4月1日～9月30日 

応募が25名程度（予算の範囲内） 
に達した時点で受付け終了 

受理・審査 
（受付全体で25名程度） 

内示 

受理・審査 

受理・審査 
変更交付決定 

交付決定 

受理・審査 

助成金精算 

交付確定 

 （対象者は先着順） 

新規雇用 

給与・業務内容等の決定 

雇用実施計画書作成 

実績報告書作成 

請　求　書 

確　　　認 

助成金交付申請書作成 
（年度毎に必要） 

事業に変更が生じた場合 
助成金交付変更申請書作成 

町内で産業を営む者 

助成額を超した部分 
は事業主負担とする 

（1）緊急雇用終了者の継続雇用 
（2）新卒者・無職の雇用  
・年齢は50歳以下（H25.4.1現在） 
・9月30日までに町内に住むこと 
・1年以上雇用すること 
・雇用時点では町内外は問わない 

（3）１事業主当たり10名以内 

県の最低賃金以上 
（H25.4.1現在654円/h） 

…雇用者の確認必要 

３ヶ月間・業務に従事（試験雇用） 

新規雇用の申請は雇用 
後３ヶ月の実績を経た 
後、緊急雇用の継続の 
場合は４月末日までに 
申請すること。 雇用の継続 

＊実績に応じ部分払い可能（実績の90%以内） 

…（３月31日） 

（様式１）と雇用契約書（写し）を提出 

（様式２） 

（様式３） 

（様式４） 

（別紙様式２） 

提出 

通知 

申請 

決定通知 

報告 

確定 
請求 

支払い 

申請 

決定通知 

助成予定期間 

対　象　外 

平成25年4月1日～平成27年3月31日（2年間） 

・短期（1年未満）または季節労働的雇用 
・新規雇用者に対して支払われる給与（賃金）及び法定福利費以外の経費 
・勤務地、居住地が町外となる者 
・国・県・町などから別に雇用者の賃金等に対する助成金等を受けている場合 
・福祉関係は対象外 

対象事業主  
農林水産業、建設業、製造業、電気・ガス・水道業、運輸・通信業・卸売
小売業、飲食業、サービス業等を町内で営むもの 

■お問い合わせ等　産業課　　�46－0111

案 内 板



�地場産業活性化  
　人材確保・育成事業 

①地場産業の活性化に必要な人材育成で、
旅費及び実技指導者等の賃金等に要する
経費 

旅費100%以内（受講料含む）又は実
技指導者等の賃金等に要する経費の
50%以内 

�若者定住人材確保・育
成事業 

①若者の定住化を図るための町内外の見学
及び研修に要する経費 

当該経費の100%以内 

�海外研修事業 国、県及び関係機関や団体の主催する海外研修
制度や、視察団等に参加する経費1回4名以内 

国、県等の補助残の50%以内 
（限度額30万円） 

�国内研修事業 産業等の国内研修に要する経費1回2名以内 補助残の50%以内。但し、（財）電源
地域振興センター研修事業ついては
100%以内 

�国際・国内交流事業 ①国際交流事業に要する経費 

②国内交流事業に要する経費 

当該経費の100%以内（年間限度額20
万円） 

�上勝町児童等転入支度金事業 上勝町内に引っ越すための支度に要する経費 転入支度金として１世帯につき30万円 

�その他町長が目的達成
に必要と定めた事業 

集落再生事業に関する経費で町長が認めた
事業 

予算の範囲内 

�彩農業等育成事業 ①彩苗木導入に要する経費 認定農業者　苗木購入費の80％以内 
その他　　　苗木購入費の50％以内 

③香酸柑橘苗木購入に要する経費 認定農業者　苗木購入費の80％以内 
その他　　　苗木購入費の50％以内 

②他業種等からの参入者で新規認定農業者
の認定を受けた者のうち、その計画の達
成に必要な機械、施設整備等の経費 

導入費の30%以内又は50万円のどち
らか低い額 

�地域活性化研究事業 地域の活性化を図るための研究開発事業で、
計画的に行うもの 
１地域特選品の研究開発（土産品、特産品の
講師等の経費） 
２地域づくり、町づくりを推進するための
講師等の経費 
３地域開発のための調査、研究グループに
対する助成事業 
４地域産業の活性化のための研究開発、実
証試験、モデル的な取組等に必要な経費 

当該経費の100%以内（1,2,3は年間
限度額30万円、4は限度額100万円） 

②若者の定住のための住居新築に対する祝
い金並びに中古住宅を購入若しくは改修
した場合、または町営住宅家賃負担軽減
の助成金 

①住居新築祝い金 当初固定資産税額
 100,000 円未満を納付した場合は、 
　一律100,000円  
　100,000円以上を納付した場合は、 
　一律200,000円  
②中古住宅購入補助は 
　一律200,000円 
③住宅改修助成金は住宅改修に要した
経費の10%以内（限度額200,000円） 
（②及び③はI・Uターン者に限る。） 
④町営住宅家賃負担軽減 
町単独住宅家賃との差額軽減（既居
住者で子供の扶養を行っている若者） 

②地場産業の活性化のための人材育成研修・
講習等の講師に要する経費 

当該経費の100%以内。但し、他に補
助ある場合は補助残の100%以内 

③第三セクターが人材の確保育成に要する
経費 

報酬又は基本給与の50%以内（限度額
300万円） 

14

上勝町人材育成事業補助金交付について 
　上勝町の活性化を図るため、上勝町ふるさと創生夢基金を設置し次の要項での取り扱いを行っています。 
　助成を希望される前に役場企画環境課までご相談ください。なお�の①と③、�、�の補助対象年齢は、原則
50歳以下とします。 

■お問い合せ先　企画環境課　�46－0111

事　　業　　名 対　象　経　費　の　内　容 補 助 率 又 は 補 助 限 度 額 
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香
酸
柑
橘
生
産
振
興
事
業
の

受
付
を
行
い
ま
す
の
で
、
要
望

さ
れ
る
方
は
平
成
二
十
五
年
五

月
十
日（
金
）
ま
で
に
Ｊ
Ａ
東
と

く
し
ま
上
勝
支
所
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。 

 

対
　
象 

①
新
植
・
改
植
・
補
植
の
た
め

町
奨
励
品
種
の
香
酸
柑
橘
苗

木
を
購
入
す
る
場
合
。 

町
奨
励
品
種 

す
だ
ち（
本
田
系
、
徳
島
１
号
、

そ
の
他
） 

ゆ
ず（
木
頭
７
号
、
山
根
、
そ

の
他
） 

ゆ
こ
う
　
と
す
る
。 

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
町
が

奨
励
品
種
と
認
め
る
も
の
と

す
る
。 

②
国
・
県
等
補
助
事
業
の
採
択

に
満
た
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、

二
十
本
以
上
の
植
え
付
け
を

実
施
す
る
者
。 

③
認
定
農
業
者
及
び
そ
の
他
農

業
者 
 

助
成
費 

①
認
定
農
業
者 

　
苗
木
購
入
費
の
八
十
％
以
内 

②
そ
の
他
農
業
者 

　
苗
木
購
入
費
の
五
十
％
以
内 

 

条
　
件 

①
同
じ
品
目
へ
の
助
成
は
年
度

中
に
一
度
と
す
る
。 

②
上
勝
町
に
住
民
票
を
有
し
、

上
勝
町
内
の
農
地
等
で
事
業

を
行
う
場
合
に
限
る
。 

③
事
業
実
施
前
、
香
酸
柑
橘
生

産
振
興
事
業
概
要
書
を
Ｊ
Ａ

東
と
く
し
ま
上
勝
支
所
に
提

出
す
る
こ
と
。 

④
平
成
二
十
五
年
九
月
三
十
日

ま
で
に
植
え
付
け
を
完
了
す

る
こ
と
。 

⑤
事
業
終
了
後
、
香
酸
柑
橘
生

産
振
興
事
業
完
了
書
に
必
要

資
料
を
添
付
し
、
Ｊ
Ａ
東
と

く
し
ま
上
勝
支
所
に
提
出
す

る
こ
と
。 

（
添
付
資
料
　
納
品
写
真
、
植

え
付
け
完
了
写
真
、
領
収
書
） 

 

■
事
業
お
問
い
合
わ
せ
先 

　
産
業
課 

■
申
込
先 

　
Ｊ
Ａ
東
と
く
し
ま
上
勝
支
所 

上
勝
町
ふ
る
さ
と
創
生
夢
基
金 

香
酸
柑
橘
生
産
振
興
事
業 

上
勝
町
ふ
る
さ
と
創
生
夢
基
金 

彩
農
業
等
育
成
事
業 

　
彩
苗
木
購
入
補
助
の
受
付
を

行
い
ま
す
の
で
、
要
望
さ
れ
る

方
は
平
成
二
十
五
年
五
月
十
日 

（
金
）
ま
で
に
Ｊ
Ａ
東
と
く
し
ま

上
勝
支
所
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 
 

対
　
象 

①
新
植
・
改
植
・
補
植
の
た
め

多
年
生
の
彩
苗
木
等（
別
表
）

を
導
入
す
る
場
合
。 

　
品
種
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
東

と
く
し
ま
上
勝
支
所
ま
た
は

�
い
ろ
ど
り
と
協
議
の
こ
と
。 

②
個
人
が
彩
の
販
売
を
目
的
と

し
て
購
入
し
た
苗
木
等
で
、

苗
木
等
購
入
費
が
二
万
円
以

上
の
場
合
。 

※
単
年
ご
と
の
花
な
ど
は
対
象
外 

 

助
成
費 

①
認
定
農
業
者 

　
苗
木
購
入
費
の
八
十
％
以
内 

②
そ
の
他
農
業
者 

　
苗
木
購
入
費
の
五
十
％
以
内 

 

条
　
件 

①
同
じ
品
目
へ
の
助
成
は
年
度

中
に
一
度
と
す
る
。 

②
上
勝
町
に
住
民
票
を
有
し
、

上
勝
町
内
の
農
地
等
で
事
業

を
行
う
場
合
に
限
る
。 

③
原
則
と
し
て
Ｊ
Ａ
東
と
く
し

ま
上
勝
支
所
購
買
課
を
通
し

て
注
文
す
る
こ
と
。 

④
事
業
実
施
前
、
彩
農
業
等
育

成
事
業
概
要
書
を
Ｊ
Ａ
東
と

く
し
ま
上
勝
支
所
に
提
出
す

る
こ
と
。 

⑤
平
成
二
十
五
年
九
月
三
十
日

ま
で
に
植
え
付
け
を
完
了
す

る
こ
と
。 

⑥
事
業
終
了
後
、
彩
農
業
等
育

成
事
業
完
了
書
に
必
要
資
料

を
添
付
し
、
Ｊ
Ａ
東
と
く
し

ま
上
勝
支
所
に
提
出
す
る
こ
と
。 

（
添
付
資
料
　
納
品
写
真
、
植

え
付
け
完
了
写
真
、
領
収
書
） 

 

■
事
業
お
問
い
合
わ
せ
先 

　
産
業
課 

■
申
込
先 

　
Ｊ
Ａ
東
と
く
し
ま
上
勝
支
所 

品　　目 

なんてん 

青もみじ 

赤もみじ 

ふきのとう 

柿
 

 

うめ 

くり 

 

さくら 

 

もも 

はす葉・はす軸 

花ゆず 

黄金クジャクヒバ 

霧島つつじ 

事業対象品種等 

姫南天 

いろはもみじ・おおもみじ 

血汐もみじ・のむらもみじ 

やつがしら・あわ春香 

富有・次郎　等 
紅葉専門品種 

小梅・鶯宿・南高　等 

銀寄　等 

染井吉野・敬翁桜・ 

カイドウ桜・ 
八重桜・寒桜　等 

花がピンク系の品種のみ 

はす芋 

 

 

ピンク系のみ 

備　　考 

 

 

 

 

葉を出荷目的とする苗木
 

 

花を出荷目的とする苗木 

葉を出荷目的とする苗木 

 

 

 

赤色は除外 

葉及び軸を出荷 

花を出荷目的（柚苗木） 

（別表） 

上記以外のその他の品種は（株）いろどり、ＪＡ東とくしま上勝支所に相談ください。 
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　高齢化や後継者不足、耕作放棄地の増加などにより「人と農地の問題」が深刻な状況になってきてお
ります。 
　本年度中に作成する「人・農地プラン」に位置づけられる事を前提に、農業を始めて間もない新規就
農者への支援として「青年就農給付金」を受ける事ができます。 
　本年度も募集を行いますので希望者は、お申し込みください。 
 
■対 象 者　人・農地プランに位置づけられている就農時の年齢が原則45歳未満の独立・自営就農者 

■支援水準　年間最大150万円を最長5年間 

■要　　件 
（1）独立・自営就農時の年齢が原則45歳未満であり、農業経営者となることについて強い意欲を有し

ていること 
（2）以下の要件を満たす独立・自営就農であること 

①農地の所有権又は利用権を給付対象者が有しており、原則として給付対象者の所有と親族以外か
らの賃借が主である。 
②主要な機械・施設を給付対象者が所有又は借りている。 
③生産物や生産資材等を給付対象者の名義で出荷・取引する。 
④給付対象者の農産物等の売上げや経費の支出などの経営収支を給付対象者の名義の通帳及び帳簿
で管理する。 

（3）経営開始計画が基準に適合していること 
・独立・自営就農5年後には農業で生計が成り立つ実現可能な計画である。 

（4）人・農地プランに位置づけられることが確実であること 
（5）生活保護等、生活費を支給する国の他の事業と重複受給でないこと 

■募集期間　平成25年4月15日（月）～6月14日（金） 

■お問い合わせ先　産業課 

　高校・大学・専門学校に進学される方に奨学資金をお貸しします。 

■貸付対象者　上勝町に居住し、高等学校または、これと同程度の学校及び4年制大学、短期大学、高
等専門学校及び修業年限が2年以上の専修学校に進学した者。 

■貸付条件 
①経済的理由により修学が困難と認められる者、その他特別の事情がある者。 
②本町に過去3年以上住所を有し引き続き居住している者。 
③学業成績が極めて優秀である者。 
④学習意欲が旺盛な者。 

■貸 付 額　高校生　月額2万円 
　　　　　　大学生　月額3万円 

■貸付期限　在籍する学校の最短修業年限。 
■返　　還　卒業後、１年を据え置き、貸し付けした年数で償還していただきます。利子は無利子です。 
■申込期間　4月1日（月）から4月26日（金）まで。 

　県の奨学金制度もございます。詳しくは教育委員会までお問い合わせください。 

教育委員会　�45―0111

奨学資金をお貸しします！ 

平成25年度  第１回募集について 

「青年就農給付金　経営開始型」 

新しく農業を始められる方、始めたいと考えられている方へ 

これだけは知っておきたい 年金・医療・介護セミナー 年金・医療・介護セミナー 
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後期高齢者医療制度 

平成25年度　保険料率は変わりません 平成25年度　保険料率は変わりません 平成25年度　保険料率は変わりません 
　保険料率は2年ごとに改定を行うこととなっており、平成24年度及び平成25年度の保険料率（被保険者均
等割額・所得割率）が昨年決定しており、同率です。後期高齢者医療制度では、被保険者一人ひとりに納めて
いただく保険料は、公費や現役世代の支援金とともに大切な財源となります。 

�保険料の計算方法…被保険者均等割額と所得割額を合計して、個人単位で計算します。保険料の上限は年
額55万円です。 

�保険料の軽減…所得の低い方及び国保・国保組合以外の健康保険の被扶養者であった方は、次のとおり保
険料が 軽減されます。 

均等割額　48,900円（被保険者全員が等しく負担） 

所得割率　9.51％　（被保険者が所得に応じて負担） 

保険料 ＝ 被保険者均等割額 48,900円 ＋ ｛（総所得金額等－33万円） × 所得割率 9.51％｝ 

均等割額の軽減 世帯主と世帯の被保険者の所得額の合計に応じて、均等割額が世帯単位で軽減されます。 

33万円以下 
被保険者全員の所得がない（年金収入80万円以下） 

33万円＋（24万5千円×世帯主以外の被保険者数）以下 
33万円＋（35万円×被保険者数）以下 

8.5割 
9割 
5割 
2割 

均等割額の軽減割合 世帯の所得額の合計 

所得割額の軽減 被保険者の基礎控除後の総所得金額等に応じて、所得割額が軽減されます。 

所得割の軽減割合 
5割 

基礎控除（33万円）後の総所得金額等 
58万円以下 

被用者保険の被扶養者 後期高齢者医療制度加入の前日まで、国保・国保組合以外の健康保険の被扶養者 
となっていた方が対象となります。 

所得割額 
負担なし 

均等割額 
9割軽減 

日　時　4月26日（金）　18時30分～20時30分 
場　所　上勝町商工会　2階会議室 

上勝町生実下野16－1 
�46－0108　�46－0309 
IP 050－3438－9280 
メール：tsci0200@tsci.or.jpまたは　 
右上QRコードにて、｢セミナー参加　お
名前：例　上勝太郎｣と送信ください。 

参加費　無　料 
内　容　生活していくうえで必要不可欠な年金・ 

医療・介護の最新情報を中心としてこ
れだけは知っておきたい社会保障制度
について詳しくご説明します。 

主　催　上勝町商工会 

※当日参加できますが駐車場に限りがあるため、前日
までになるべくご予約ください。 

■お問合せ先　住民課　�46－0111 
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　ご縁談について相談会を行っています。結婚を
希望される独身男女の方、親御さまはお気軽にご
相談ください。 

■日　時　4月21日（日）   10時～12時 

■場　所　高鉾公民館1階会議室 

■相談員　かみかつQぴっとサポーター　2名 

■お問い合せ先　かみかつQぴっと事務局 
　　　　　　　　（教育委員会内） 
　　　　　　　　�45－0111 

※秘密、個人情報は固く守られます。 

■補助対象 

　犬に関しては、上勝町で登録済みの犬に限る。 

なお、他市町村で登録後、転入処理済みの犬

も対象とする。 

■補助額 

　犬猫の不妊去勢手術1件につき5,000円 

■申請方法　　 

①手術前に補助申請を提出していただきます。 

②決定通知受け取り後、手術を受けていただ

き手術料金を支払っていただきます。 

③領収書を添えて実績報告を提出していただ

きますと、手術1件につき5,000円を指定口

座に振り込みます。 

＊予算枠に限りがありますので、ご希望の方

は早めにご連絡ください。 

■お問い合せ先　住民課 

　�46－0111　IP 050－3438－8071

　納税者の方が縦覧帳簿により土地や家屋の

評価額を比較し、自らの土地や家屋の評価額

の適正さを判断していただくために行うもの

です。 

■縦覧期間　4月1日（月）～5月31日（金） 

■縦覧時間　8時30分～17時 

■縦覧できる人 

固定資産税の納税者又はその代理人（委任状

が必要） 

■閲覧に必要な書類　　 

本人確認ができる書類（納税通知書、課税明

細書、運転免許証など） 

■閲覧場所　上勝町役場税務課 

なお、従来の固定資産税課税台帳の閲覧も

行います。 

固定資産税縦覧帳簿の縦覧 

　平成25年４月に施行される障害者総合支援

法では、障害者の範囲に難病等の方々が加わ

ります。  

　対象となる方々は、身体障害者手帳の所持

の有無に関わらず、必要と認められた障害福

祉サービス等次の受給が可能となります。  

①障害児・者については、障害福祉サービス、
相談支援、補装具及び地域生活支援事業 
②障害児については、障害児通所支援及び障
害児入所支援 

■対象者 
　対象疾患による障害がある方々 
　（詳しくは、住民課へお問い合わせください。） 

■手続き 
　対象疾患に罹患していることがわかる証明

書（診断書又は特定疾患医療受給者証等）を持

参の上、住民課若しくは支所窓口に支給を申

請してください。  

　その後、障害程度区分の認定や支給認定等

の手続きを経て、必要と認められたサービス

を利用できることになります。 

　詳しい手続き方法等については、住民課ま

でお問い合せください。 

■お問い合せ先　住民課　�46－0111

平成25年4月から 
難病等の方々が障害福祉 
サービス等の対象となります 

今年度も、犬猫の不妊去勢手術に 
対する補助を行います 

かみかつQぴっと結婚相談会 かみかつQぴっと結婚相談会 かみかつQぴっと結婚相談会 
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　国民年金は20歳から60歳までのすべての方が加入することになっています。 
　国民年金保険料を納めることが困難な学生の方には、本人の前年の所得が一定額以下の場合、保険
料の納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。 
 

■対象となる学生 
　大学（大学院）・短大・高等学校・高等専門学校・専修学校および各種学校（知事の認可を受けてい
る学校で修業年限が1年以上である課程）に在学する20歳以上の学生で、学生本人の前年の所得が
118万円以下であるとき。 

■手続き 
　在学証明書または学生証の写し、年金手帳、印鑑をご持参の上、住民登録をしている市町村役場
国民年金担当窓口で申請してください。（毎年申告が必要です。） 

■承認を受けた期間 
　学生納付特例期間中の障害や死亡といった不慮の事態が生じた場合には、障害基礎年金または遺
族基礎年金を受けることができます。また、学生納付特例期間は、老齢基礎年金の受給資格期間に
算入されますが、老齢基礎年金の年金額には反映されません。 

■保険料の追納制度 
　承認された期間については、保険料を全額納付したときに比べ、受け取る年金額が少なくなります。
このため、これらの期間について10年以内であれば、あとから保険料を納付することができる「追
納制度」があります。なお、納付猶予を受けた期間の翌年度から起算して3年度目以降に保険料を追
納する場合には、承認を受けた当時の保険料額に、経過期間に応じ政令で定める額が加算されます。 

「納付」と「学生納付特例」と「未納」はこのように違います。 

学生納付特例期間の年金はどうなるの？ 

扶養されてる方に、20歳以上の学生の方はいらっしゃいませんか？

「学生納付特例制度」をご存知ですか!

障害基礎年金、遺族基礎年金 
受給資格期間に 

老
齢
基
礎
年
金 

受給資格期間に 

年金額に計算 

納　　付 学生納付特例 未　　納 

○ 
入ります 

○ 
入ります 

○ 
されます 

○ 
入ります 

○ 
入ります 

× 
されません 

× 
入りません 

× 
入りません 

× 
されません 

　日本赤十字社徳島県支部及び徳島共同募金会
は東日本大震災義援金について、被災者に対す
る継続した支援の必要があることから、義援金
の受付期間を平成26年3月31日（月）まで１年間
延長することを決定いたしました。 

　集められた義援金は、関係機関で構成された
義援金配分委員会を通じて、被災者の皆さまへ
配分されます。引き続き皆さまからの温かいご
支援をよろしくお願いいたします。 
 

義援金受付や振込先等お問い合わせは、上勝町社会福祉協議会　�46－0919　IP050－3438－7660

「東日本大震災義援金」に係る受付期間の延長について 

■お問い合せ先　住民課　�46－0111
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　本町出身者の22歳未満の方で、「グリーン情報
かみかつ発信」を愛読頂く方は無料で郵送します。 
　ご希望の方は、企画環境課までご連絡ください。 

はいかがですか？ 

グ リ ー ン 情 報  

発 信  

広報 
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　お誘い合わせ、多数出場をお待ちしています！ 

■日　時　4月29日（月）　昭和の日 

■場　所　上勝中学校体育館 

■受　付　8時30分～ 

■開会式　9時　［試合開始］9時30分 

■要　領 
　6人制。コートの中に選手として常時、女
性2名以上、上勝町民2名以上が出場してい
ること。ルールの詳細は前年のとおりですが、
詳しくはお問い合わせください。 

■参加費　1チーム　2,000円 

■お申し込み方法 
　名簿（メンバー名前（フルネーム）、代表者名、
連絡先、チーム名を記入）をFAX若しくは郵送
でお送りください。 

■お申し込み〆切　4月12日（金） 

■お申し込み・お問い合わせ先 
　上勝町役場内　上勝町青年会　岡山、斎藤まで 
〒771－4501　勝浦郡上勝町大字福原字下横峯3番地1 
�46－0111　IP050－3438－8071 
�46－0323

夏まつりやバレーボール大会などなど、あなたも一緒に上勝町を盛り上げ

ませんか(^0^)？友達の輪も広がります♪どなたでもお気軽にご参加くだ

さいね！ 

2013　美馬杯ソフトバレーボール大会開催します 

　徳島市・小松島市・上勝町・松茂町・北島町・藍住町・板野町の7市町は、広く徳島東部地区の圏
域住民にニュースポーツを普及振興し、明るく健康な生活を実現することを目的に、第１回徳島東部
地域ニュースポーツフェスティバルを開催します。 
　多くの皆さまのご参加をお待ちしております。 

■と　き　平成25年6月8日（土） 
開会式　9時～（各種目の会場にて）　 

■開催場所、種目及びお問い合わせ等　表のとおり 

※なお、各自治体の最低の割当数は、パークゴルフ10名、カローリング9名 
　カロ－リングは1チ－ム3名のため、3チ－ムまでお申し込み可能ですが、個人参加もできます。 
※カロ－リング・パークゴルフの用具の貸出は無料です。 

■募集期間　4月8日（月）～5月8日（水） 
　　　　　　各種目で、定員数を超えた場合は抽選によって参加者を決定します。 

■詳しいお問い合せ先　上勝町教育委員会 
　　　　　　�45－0111　IP050－3438－7311

徳島市・小松島市・上勝町・松茂町・
北島町・藍住町・板野町内の住民及
び仕事をしている方（中学生以上） 

徳島市立体育館 
第一競技場 

藍住町河川敷運
動公園パークゴ
ルフ場 

9時から 
開会式終了後 

9時から 
開会式終了後 

7市町で 
約100名 

7市町で 
約120名 

カローリング 
（１チ－ム3名） 

 
パークゴルフ 

徳島市・小松島市・上勝町・松茂町・
北島町・藍住町・板野町内の住民及
び仕事をしている方（中学生以上） 

 開催種目  競技開始 開催場所 定員数 参　加　対　象 

第１回  徳島東部地域ニュ－スポ－ツフェスティバル参加者募集 

青年会会員も 
随時募集中!!! 
 

～～～～～～～～～ 

～～～～～～～～～ 



住民基本台帳法の一部改正及び外国人登録法の廃
止に伴い、平成24年7月9日より、外国人住民が住
民基本台帳法の適用対象になりました。 
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戸籍の窓口 
平成25．３．１現在 

前月比 

正　木　592人(△２) 
傍　示　328人(　１) 
福　原　272人(　２) 
生　実　325人(　２) 
　旭　　352人(　０)

260戸(△１) 
148戸(　０) 
130戸(　０) 
150戸(　０) 
178戸(　１)

ありがとうございました 

（敬称略） 

人　口　　　　1,869人 (　３) 
　男　　　　　   892人 (　５) 
　女　　　　　   977人 (△２) 
世帯数　　　　　866戸 (　０) 

高齢化率　　　49.28％ 

彩保育園 
品　　名 

さ つ ま い も  

お 菓 子  

お 菓 子  

お 菓 子  

住 所  

福 原  

正 木  

旭 

正 木  

氏　　名 

福 本 由 起  

片 山 將 夫  

柿 田 雅 史  

峠　　　十志子 

（敬称略） 

日　　時  

４月２日（火） 

４月４日（木） 

４月６日（土） 

４月８日（月） 

４月10日（水） 

４月12日（金） 

４月14日（日） 

４月16日（火） 

４月18日（木） 

４月20日（土） 

４月22日（月） 

４月24日（水） 

４月26日（金） 

４月28日（日） 

４月30日（火） 

５月２日（木） 

救急病院名 

上 勝 町 診 療 所  

勝 浦 病 院  

勝 浦 病 院  

上 勝 町 診 療 所  

勝 浦 病 院  

勝 浦 病 院  

勝 浦 病 院  

上 勝 町 診 療 所  

勝 浦 病 院  

勝 浦 病 院  

上 勝 町 診 療 所  

勝 浦 病 院  

勝 浦 病 院  

勝 浦 病 院  

上 勝 町 診 療 所  

勝 浦 病 院  

上勝町診療所�44－5010　勝浦病院�42－2555

平日18時～翌朝9時　休日19時～翌朝9時 

夜間救急当番表夜間救急当番表 夜間救急当番表夜間救急当番表 夜間救急当番表 

上中　好宏　 55歳（ 旭 ） 

つつしんで 
ご冥福をお祈りします 

平成25年　2月の視察来町者数 
19件 217名 

インターネット及びＣＡＴＶ・ＩＰ電話サービスの 
入会・お問い合せ窓口 

インターネット及びＣＡＴＶ・ＩＰ電話サービスの 
入会・お問い合せ窓口 

インターネット及びＣＡＴＶ・ＩＰ電話サービスの 
入会・お問い合せ窓口 

故障かな？と思ったら下記までお問い合せください。 

株式会社ＮＴＴ西日本‐四国　地域情報センタ 
�0120－960－138　IP050－3438－9877　受付時間9時～17時（平日） 
土・日・祝祭日は留守番電話にてご用件を承ります。連絡先・氏名等は必
ずお知らせください。 

おかえり 上勝へ上勝へ！

やま べ まさ よし 

やま べ か ゆ 

①名　前　山部　芳正 
②職　業　理学療法士 
③趣　味　野球・サーフィン 
④メッセージ　田野々に戻ってきてもう3年目に入りました。やっ
ぱり故郷が一番落ち着きます。そして仕事も含めて、青年会
活動や地域のイベント等に参加させていただいて毎日がとて
も楽しく充実しています。未熟な2人ですが、これからもよろ
しくお願いします。 

①名　前　山部　由加 
②勤務地　上勝町社会福祉協議会 
③好きな食べ物　ミートソーススパゲティー 
④メッセージ　上勝に嫁いできた初めの頃は、とまどいや不安
でいっぱいでした。でも町内で働かせていただく中で、たく
さんの人に出会い、上勝のことを知れば知るほど来て良かっ
たなと感じています。これからもどんどん上勝のことを好き
になっていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

ご寄付の意志を尊重し、有効に活用させていただ
きます。格別のご芳志、誠にありがとうございました。 

上勝町ふるさと創生夢基金 
田中　　寛　様（正木） 

　今年も、4月6日（土）から4月15日（月）までの10日間「春の全
国交通安全運動」が実施されます。「子どもと高齢者の交通事故
防止」を運動の基本とし、次代を担う子どものかけがえのない命を
社会全体で守るとともに、交通事故死者数の約半数を高齢者が
占める交通事故情勢に的確に対応する必要があります。 
　今回の運動の、全国の重点は 
■自転車の安全利用の推進（特に、自転車安全利用5則の周知徹底） 
■全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底  
■飲酒運転の根絶 
　本県の重点は 
■夜間の交通事故防止 

春の全国交通安全運動全国交通安全運動 春の全国交通安全運動全国交通安全運動 春の全国交通安全運動 


